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ロダクト感を仮名デザインに。
文字の可能性を広げたい、それがType Projectの原動力です。
ウエイトの安定性は、紙面や画面に落ち着きを与え、書体の品質を判断する重要な指標となります。
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日本におけるサインシステムの位置づけと関心の

低さは多くの人が指摘するところです。海外の駅や

空港で、整理された美しい案内表示を見て初めてサ

インシステムを意識した人も少なくないでしょう。

ヨーロッパの伝統ある都市で暮らす人々は、文化的

な素養に裏付けられたデザイン意識を持っているこ

とが多いため、公共デザインに向ける目もしぜん厳

しいものになります。公共に対する意識が薄い日本

で、優れたデザインが出にくいのは当然かもしれま

せん。もちろんコストの問題もあります。導線設計

をはじめ目に見えにくい課題が多いため、根本的な

解決をおこなうには膨大な資金が必要です。広く社

会で案内表示の重要性が認識され、そこに十分な予

算と時間が配分されないかぎり、日本の公共サイン

が良くなる可能性はきわめて低いと言わざるをえま

せん。しかも現在は、スマートフォンが道案内をし

てくれるため、公共サインの存在意義はますます揺

らいでいます。公共空間に設置されたサインシステ

ムをエリア利用客とのタッチポイントと考え、ルー

ト情報を分かりやすく提示するだけでなく、新たな

利用価値を加えつつ景観に寄与する存在であること

が求められます。

では、そのようなサインに求められる文字の条件

とは何でしょう。見つけやすい文字、分かりやすい

1997年にイギリスのReadingで開催されたATypeIという
イベントに参加した際、ランチでたまたまPorchezと同
席し、本人からLe Monde紙のプロジェクトの話を聞き
ました。当時、欧米でさまざまな成果を上げていた専用
フォント（exclusive font）の手法は、日本ではあまり注
目されていませんでした。日本語フォントに必要な漢字

1990年代にフランスの新聞「Le Monde」は、
Jean François Porchezという書体デザイナーの提案を受け、
オリジナルの新書体「Le Monde Journal」を採用しました。

光る空、水の音。
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日本におけるサインシステムの位置づけと関心の

低さは多くの人が指摘するところです。海外の駅や

空港で、整理された美しい案内表示を見て初めてサ

インシステムを意識した人も少なくないでしょう。

ヨーロッパの伝統ある都市で暮らす人々は、文化的

な素養に裏付けられたデザイン意識を持っているこ

とが多いため、公共デザインに向ける目もしぜん厳

しいものになります。公共に対する意識が薄い日本

で、優れたデザインが出にくいのは当然かもしれま

せん。もちろんコストの問題もあります。導線設計

をはじめ目に見えにくい課題が多いため、根本的な

解決をおこなうには膨大な資金が必要です。広く社

会で案内表示の重要性が認識され、そこに十分な予

算と時間が配分されないかぎり、日本の公共サイン

が良くなる可能性はきわめて低いと言わざるをえま

せん。しかも現在は、スマートフォンが道案内をし

てくれるため、公共サインの存在意義はますます揺

らいでいます。公共空間に設置されたサインシステ

ムをエリア利用客とのタッチポイントと考え、ルー

ト情報を分かりやすく提示するだけでなく、新たな

利用価値を加えつつ景観に寄与する存在であること

が求められます。

では、そのようなサインに求められる文字の条件

とは何でしょう。見つけやすい文字、分かりやすい

1997年にイギリスのReadingで開催されたATypeIとい
うイベントに参加した際、ランチでたまたまPorchezと
同席し、本人からLe Monde紙のプロジェクトの話を聞
きました。当時、欧米でさまざまな成果を上げていた専
用フォント（exclusive font）の手法は、日本ではあま
り注目されていませんでした。日本語フォントに必要な

1990年代にフランスの新聞「Le Monde」は、
Jean François Porchezという書体デザイナーの提案を受け、
オリジナルの新書体「Le Monde Journal」を採用しました。

光る空、水の音。
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日本におけるサインシステムの位置づけと関心の

低さは多くの人が指摘するところです。海外の駅や

空港で、整理された美しい案内表示を見て初めてサ

インシステムを意識した人も少なくないでしょう。

ヨーロッパの伝統ある都市で暮らす人々は、文化的

な素養に裏付けられたデザイン意識を持っているこ

とが多いため、公共デザインに向ける目もしぜん厳

しいものになります。公共に対する意識が薄い日本

で、優れたデザインが出にくいのは当然かもしれま

せん。もちろんコストの問題もあります。導線設計

をはじめ目に見えにくい課題が多いため、根本的な

解決をおこなうには膨大な資金が必要です。広く社

会で案内表示の重要性が認識され、そこに十分な予

算と時間が配分されないかぎり、日本の公共サイン

が良くなる可能性はきわめて低いと言わざるをえま

せん。しかも現在は、スマートフォンが道案内をし

てくれるため、公共サインの存在意義はますます揺

らいでいます。公共空間に設置されたサインシステ

ムをエリア利用客とのタッチポイントと考え、ルー

ト情報を分かりやすく提示するだけでなく、新たな

利用価値を加えつつ景観に寄与する存在であること

が求められます。

では、そのようなサインに求められる文字の条件

とは何でしょう。見つけやすい文字、分かりやすい

1997年にイギリスのReadingで開催されたATypeIとい
うイベントに参加した際、ランチでたまたまPorchezと
同席し、本人からLe Monde紙のプロジェクトの話を聞
きました。当時、欧米でさまざまな成果を上げていた専
用フォント（exclusive font）の手法は、日本ではあま
り注目されていませんでした。日本語フォントに必要な

1990年代にフランスの新聞「Le Monde」は、
Jean François Porchezという書体デザイナーの提案を受け、
オリジナルの新書体「Le Monde Journal」を採用しました。

光る空、水の音。
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日本におけるサインシステムの位置づけと関心の
低さは多くの人が指摘するところです。海外の駅や
空港で、整理された美しい案内表示を見て初めてサ
インシステムを意識した人も少なくないでしょう。
ヨーロッパの伝統ある都市で暮らす人々は、文化的
な素養に裏付けられたデザイン意識を持っているこ
とが多いため、公共デザインに向ける目もしぜん厳
しいものになります。公共に対する意識が薄い日本
で、優れたデザインが出にくいのは当然かもしれま
せん。もちろんコストの問題もあります。導線設計
をはじめ目に見えにくい課題が多いため、根本的な
解決をおこなうには膨大な資金が必要です。広く社

会で案内表示の重要性が認識され、そこに十分な予
算と時間が配分されないかぎり、日本の公共サイン
が良くなる可能性はきわめて低いと言わざるをえま
せん。しかも現在は、スマートフォンが道案内をし
てくれるため、公共サインの存在意義はますます揺
らいでいます。公共空間に設置されたサインシステ
ムをエリア利用客とのタッチポイントと考え、ルー
ト情報を分かりやすく提示するだけでなく、新たな
利用価値を加えつつ景観に寄与する存在であること
が求められます。

では、そのようなサインに求められる文字の条件
とは何でしょう。見つけやすい文字、分かりやすい

1997年にイギリスのReadingで開催されたATypeIと
いうイベントに参加した際、ランチでたまたまPorchez
と同席し、本人からLe Monde紙のプロジェクトの話を
聞きました。当時、欧米でさまざまな成果を上げていた
専用フォント（exclusive font）の手法は、日本ではあ
まり注目されていませんでした。日本語フォントに必要

1990年代にフランスの新聞「Le Monde」は、
Jean François Porchezという書体デザイナーの提案を受け、
オリジナルの新書体「Le Monde Journal」を採用しました。

光る空、水の音。
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日本におけるサインシステムの位置づけと関心の低さは多くの

人が指摘するところです。海外の駅や空港で、整理された美しい

案内表示を見て初めてサインシステムを意識した人も少なくない

でしょう。ヨーロッパの伝統ある都市で暮らす人々は、文化的な

素養に裏付けられたデザイン意識を持っていることが多いため、

公共デザインに向ける目もしぜん厳しいものになります。公共に

対する意識が薄い日本で、優れたデザインが出にくいのは当然か

もしれません。もちろんコストの問題もあります。導線設計をは

じめ目に見えにくい課題が多いため、根本的な解決をおこなうに

は膨大な資金が必要です。広く社会で案内表示の重要性が認識さ

れ、そこに十分な予算と時間が配分されないかぎり、日本の公共

サインが良くなる可能性はきわめて低いと言わざるをえません。

しかも現在は、スマートフォンが道案内をしてくれるため、公共

サインの存在意義はますます揺らいでいます。公共空間に設置さ

れたサインシステムをエリア利用客とのタッチポイントと考え、

ルート情報を分かりやすく提示するだけでなく、新たな利用価値

を加えつつ景観に寄与する存在であることが求められます。

では、そのようなサインに求められる文字の条件とは何でしょ

う。見つけやすい文字、分かりやすい文字、目立つ文字、大きい

文字、太い文字、つぶれない文字。もちろん答えはひとつではあ

りません。この問題を考えるときに外せないのがデジタルサイネ

ージの動向です。都市部の駅を中心に、デジタルサイネージが普

及したことによって、情報の更新性は飛躍的に向上しました。そ

の一方で、視覚情報に動きの次元が加わったことで、騒がしさの

1997年にイギリスのReadingで開催されたATypeIというイベントに参加
した際、ランチでたまたまPorchezと同席し、本人からLe Monde紙の
プロジェクトの話を聞きました。当時、欧米でさまざまな成果を上げてい
た専用フォント（exclusive font）の手法は、日本ではあまり注目されて
いませんでした。日本語フォントに必要な漢字の数が増加する傾向を示し
ている時期でもあったので、使用範囲を限定したフォントをあえてつくろ

1990年代にフランスの新聞「Le Monde」は、
Jean François Porchezという書体デザイナーの提案を受け、
オリジナルの新書体「Le Monde Journal」を採用しました。

光る空、水の音。
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日本におけるサインシステムの位置づけと関心の低さは多くの

人が指摘するところです。海外の駅や空港で、整理された美しい

案内表示を見て初めてサインシステムを意識した人も少なくない

でしょう。ヨーロッパの伝統ある都市で暮らす人々は、文化的な

素養に裏付けられたデザイン意識を持っていることが多いため、

公共デザインに向ける目もしぜん厳しいものになります。公共に

対する意識が薄い日本で、優れたデザインが出にくいのは当然か

もしれません。もちろんコストの問題もあります。導線設計をは

じめ目に見えにくい課題が多いため、根本的な解決をおこなうに

は膨大な資金が必要です。広く社会で案内表示の重要性が認識さ

れ、そこに十分な予算と時間が配分されないかぎり、日本の公共

サインが良くなる可能性はきわめて低いと言わざるをえません。

しかも現在は、スマートフォンが道案内をしてくれるため、公共

サインの存在意義はますます揺らいでいます。公共空間に設置さ

れたサインシステムをエリア利用客とのタッチポイントと考え、

ルート情報を分かりやすく提示するだけでなく、新たな利用価値

を加えつつ景観に寄与する存在であることが求められます。

では、そのようなサインに求められる文字の条件とは何でしょ

う。見つけやすい文字、分かりやすい文字、目立つ文字、大きい

文字、太い文字、つぶれない文字。もちろん答えはひとつではあ

りません。この問題を考えるときに外せないのがデジタルサイネ

ージの動向です。都市部の駅を中心に、デジタルサイネージが普

及したことによって、情報の更新性は飛躍的に向上しました。そ

の一方で、視覚情報に動きの次元が加わったことで、騒がしさの

1997年にイギリスのReadingで開催されたATypeIというイベントに参
加した際、ランチでたまたまPorchezと同席し、本人からLe Monde紙
のプロジェクトの話を聞きました。当時、欧米でさまざまな成果を上げて
いた専用フォント（exclusive font）の手法は、日本ではあまり注目さ
れていませんでした。日本語フォントに必要な漢字の数が増加する傾向を
示している時期でもあったので、使用範囲を限定したフォントをあえてつ

1990年代にフランスの新聞「Le Monde」は、
Jean François Porchezという書体デザイナーの提案を受け、
オリジナルの新書体「Le Monde Journal」を採用しました。

光る空、水の音。


